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ドイツ語教育の諸問題
谷　崎　英　　男
　r芳あら涜暴す」とは古代ギリシャの哲人ヘラクリトスの言であるが，言語
もまた流転の運命を免れざるものの一つであろう。試みに19世紀の作家と20
世紀の作家の文章を一つ二つあげて比較してみよう。
　　Um　das　Ende　des　sechzehnten　Jahrhunderts，als　die　Bi1dersturme－
rei　in　den　Nieder1anden　wむtete，trafen　drei　BrOder，junge　in　Wittenberg
studierende　Leute，mit　einem　vierten，der　in　Antwerpen　als　Pr直dikant
angeste1lt　war，in　der　Stadt　Aachen　zusammen－　Sie　wo11ten　dase1bst
eine　Erbschaft　erheben，die　ihnen　von　seiten　eines　a1ten，ihnen　auen
mbekannten　Oheims　zugefa11en　war，md　kehrten，wei1niemand　in　dem
Orte　war，an　den　sie　sich　h自tten　wenden　k6men，in　einem　Gasthof
ein．Nach　Ver1auf　einiger　Tage，die　damit　zugebracht　hatten，den
Pradikanten廿ber　die　merkwOrdigen　Auftritte，die　in　den　Nieder1anden
vorgefa11en　waren，anzuh6ren，traf　es　sich，daB　von　den　Nomen　im
K1oster　der　hei1igen　C直cilie，das　damals　vor　den　Toren　diessr　Stadt
lag，der　Fronleichnamstag　fest1ich　begangen　werden　so11te，dergestalt，
daB　die　vier　Brむder，von　Schw直rmerei，Jugend　und　dem　Beispiel　der
Nieder臓nder　erhizt，beschlossen，auch　der　Stadt　Aachen　das　Schauspie1
einer　Bilderst廿rmerei　zu　geben．．．．．．．．．
　これはハイ／リヅヒ・フォン・クライスト（Heinrich　von　K1eist）（177C－
！811）の短篇『Die　hei1ige　C麦ci1ie』　（聖ツェツィーリェ）の冒頭の一節で
あるが，文章としてはたった三っLかないにもかかわらず，まずその息の長さ
に驚かされる。関係代名詞や従属の接続詞を伴なう副文章が幾重にも重たって
いるからである。上言己の三つの文だげでも関係代名詞が6個もあり，全部の副
文章を数え上げると総計10個にもなるのである。このような長たらしい文章を
書く作家は現代（とくに戦後）はいたいであろう。次にいくつか現代作家の文
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章をあげてみよう。
　　Georg　Heisler　zδgerte　einen　Augenblick　in　der　Torfahrt，hinaus
auf　die　StraBe　zu　gehen．Ihm　war　es，er　h批e　hinter　sich　im　Hof　et－
was　liegengelassen，etwas　Wichitiges，Unentebehrliches．Er　dachte：
Ich　hab’nichts1iegengelassen．　Ich　bin　ja　auch　schon　auf　der　Gasse．
Ich　bin　ja　schon　durch　drei　Gassen．Ich　bin　a1so　doch　aus　dem　Hof
heraus，Fむr　was　anderes　ist　es　zu　spat、、
　これは現代の東独の第一流女流作家であるアンナ・ゼーゲルス（Ama　Seg－
hers）（1900一　　）の『Das　siebente　Kreuz」（第七の十字架）の一節であ
るが，実に簡潔な文章であって副文章とみなされるべきものはあっても形の上
で副文章をなしているものは一つもないのである。
　　Damals　in　Odessa　war　es　sehr　kalt．Wir　fuhren　leden　Morgen　mit
groBen　rappelnden　Lastwagen　iber　das　Kopfsteinpaaster　zum　F1ugplatz，
warteten　frierend　auf　die　groBen　grauen　Vdgel，die　Ober　das　Startfeld
・・llt・…b・…　d・・b・id・・…t・・T・g…w・mwi・g…d・b・imEi・i
steigen　waren，kam　der　Befehl，d　aB　kein　Flugwetter　sei，die　Nebe
七ber　dem　Schwarzen　Meer　zu　dicht　oder　die　Wolken　zu　tief　und　wir
stiegen　wieder　in　die　groBen　rappelnden　Lastwagen　und　fuhren　廿ber
das　Kopfste量npHaster　in　die　Kaseme　zurick、，、．、、．．．
　これは戦後のドイツ文学を代表する実存主義的作家の一人であるハイソリッ
ヒ・ベル（Heinrich　Bdll）（1917一　　）の短篇『Damals　in　Odessa』（当時
オデヅサにて）の冒頭の一節である。副文章や関係代名詞を伴っていてかなり
長い文章をなしているが，前記のクライストの文章のように関係文の中にまた
関係文が入っていたり，副文章の中に童た副文章が入っているというようなこ
とはたく，すらすらと一気に読める文章である。もう一例をあげよう。
　　”Sie　suchen　mich，Gregor，mr　mich．“
　　　Dichピ‘
　　”Ja．“
　　DrauBen　auf　dem　F1ur　ging　jetzt　die　K王inge1，und　F註uste　schlugen
gegen　die　TOr．
　　”Noch　nicht，“sagte　Gregor，”mach　noch　nicht　auf“
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”Keine　Angst“，sagte　sie．Sie　drehte　sich　um　und　ging　auf　den
F1ur　hinaus．Sie　IieB　die　TOr　offen，und　Gregor　h6rte　ste　drauBen
sagen：”Was　wollen　Sie？“
”Polizei“，sagte　eine　he11e，jmge　Stimme．
”Hauptmam　Rossow　ist　verhaftet　worden．“　Hanka　lachte　p1δtz－
lich　auf　Es　war　ein　hartes，ironisches　Lachen．Ihr　kupferblondes
Haar　lag　unter　dem　weichen　Licht　ordentlich，aber　rot　und
brennend　um　ihren　Kopf，md　die　B1盆sse　ihres　Gesichts　reichte　bis
zu　den　Haaren　hinauf．．．．．．．．．．
　これば1947年に『Gmppe47』という文学者の集団を主催したハソス・ヴ
ニルナー・リッヒター（Hans　Wemer　Richter）（1908＿　）の『Sie丘elen
aus　Gottes　Hand』（彼らは神の手から落ちた）の］節であるが，彼の文はこ
こに見られる通り極めて短い文章をつらねていて言外に余情を含ませており・
明らかにアメリカの作家ヘミングウェイ式のハード・ボイルド・スタイルの影
響が読み取られる。
　このように文学者だけを例にとっても，十九世紀の作家と二十世紀の作家と
ではそのSti1に著しい相違が見出される。しからぼわれわれドイツ語教師と
してはいかなるドイツ語を教えるべきであろうか⊃十九世紀の小説を読んでそ
れが現代のドイツ語であるように教えることは，近松や西鶴を読んでそれが現
代の目本語であると教えるのと同じことにならないであろうか。渡辺格司氏は
「教科書は現代のドイツ語を教授するに適したものを選ぶべきである。浪漫派
の時代の作晶ばかり読まさ加、たり，十九世紀の作家ぼかりで終った学生はこれ
が現代のドイツ語だと思いがちである。そんな場合はそれが古い表現法であっ
て，今ではこういうという具合にドイツ文のSti1についても十分に説明を与
えなくてはいげない。ただ訳読してすますのは欠陥である。トーマス・マンの
文章にしても初期の作品は半世紀も昔の文体で，会話なぞ今と全く言葉づかい
が異りている。それを現代文であるかの如くに教えるのは正しくない」といっ
　　　　（1）ておられる。
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　最近日本独文学会の第十四回総会のジソポジゥムあたりを契機としてドイツ
語の教援法が大きな間題として取り上げられるようになったことは大変喜ぼし
いことである。思うにその背景として考えられる理由には二つあるようであ
る。
　一つは新制大学になってから旧制高校ないし大学予科に比べて時聞数が激減
したことである。私たちが旧制高校でドイツ語を学習した時には一年生で十一
蒔間（目本人の先生二人で四時問ずつ，ドイツ人教師三時問），二，三年生でも
十時間はあったと記憶している。従って第一外国語としてドイツ語をうけた場
合には一年を三十週とみて年三百時聞，三年間で九百時問ほどあったことにな
る。しかるに新制大学においてはドイツ語の援業時間は普通四時間であるから
一年を三十週とみて年百二十時間，二年で二百四十時間の計算である。これを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2〕戦前の九百時聞に比べてみると三分の一にも足りないのである。しかも一時間
が戦前は通常五十分を一蒔間としたのに対して現在では九十分あるいは百二十
分を二蒔間と称しているのか普通である。
　このような前提を考慮すれぼ昔のように文学あるいは哲学などに重きをおい
た人文主義的教育（もちろんその良さはそれとしてあるが）ぼかりに頼ってい
ることもできないであろう。由来英語の教授法が非常によく研究されているの
に対して，ドイツ語の教授法は全く無視されていたといってもよいであろうか
ら，この点からドイイツ語の教援法に一ついての反省がなされるようになったこ
とは当然である。
　第二の背景として考えられるものは文学部の改組などとも関連する間題であ
って現代の大学におげるドイツ語教育が音の人文主義的教育よりはむしろ実際
に役立つドイツ語を求めているということであ乱特に商学部のよう在場合は
然りであろう。六月二十二日づけの朝日新聞の報ずるところによると，東大文
学部では現在のような学科制度では研究の上にも教育的立場からも具合が悪い
と・来隼四月から新制度に切替えることに踏切ったという。その理由の一つは
学問が進んで従来のようた十八の学科制では不便な点が多いということと・も
一つの直接自脈動機は最近の求人プームで文学部卒業生の大半が一般会杜に就
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職するようになったため，従来のような狭い専門知識よりも幅広い教養が要求
され始めたことであるという。（たとえぼ英文科の今年の卒業生40人以上の報
うちで大学院へ進んだのはたった1人で残りはほとんど一般会登へ就職したと
報ぜられている。）
　このような杜会的背景を考えてみると，大学におけるドイツ教育が果して現
状のままでよいかどうかという反省が生じざるをえないであろう。第一の理由
がドイツ語の教授法という直接的な間題であるとすれぼ，第二の理由はそれと
関連してもっと根本的なドイツ語教育そのものに対する反省といってよいであ
ろう。
　この点に関しては『ドイツ文学』の第19号においてドイツ語教育について
の特集がなされ・様々な意見が述べられているが・前記の渡辺氏はニューヨー
クにおけるコロソビア大学とニェーヨーク大学におけるドイツ語教育を参考に
してr教青課程におけるドイツ語の援業は読むこと・書くこと，話すことの三
本立てに編成替えを行うべきである。地方によっては話すことを省略して，独
文和訳と和文独訳の2本立てになすべきで，これは1年次においては文法を習
う関係から幾分か実行されているカミ，2年次においては『読む』こと1点張り
であって，こういう方針だから学生が小説の筋を覚えてきてもおよその答案が
書けるという結果になのである。『読む』実カは『書く』練習によって相侯っ
て湧養されるものであることを知らねぼならない」といわれ，読む教材につい
ても　1，雑多な内容を盛った教材，新聞。2，文芸作品（小謙，詩，戯曲）
3，論文（自然科学，人文科学）の三つを2年次において読ませることが必要
であるといわれている。けだし適言というべきであろう。
　鞍後外国語教法の画期的たものとしてもてはやされたものにフリーズ・メソ
ッドないしミシガソ・メソヅドと呼ぼれる教授法がある。この方法の重要な
学習作業は文型練習　（Pattem　Practice）であり，フリーズ（C阜arles　C－
Fries）はPattem　practice　forms　the　most　important　activity　of
1eamingaforeign1汕guage．といってい孔1941年から56年までフリー
ズが所長であったミシガソ大学の英語研究所では主とLてラテソ・アメリカ諾
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国からの学生に英語のABCから始めてわずか8週聞で，その約3分の1の学
生がアメリカの大学に入学してもすぐ授業について行くだげの実力をつけたと
いわれている。この方法によるとたとえば，It　is　a　dOg．という構文から　it，
is，a，dOgの4つの位置に代りうる単語を自由に代入してIt　is　a　dOg．から
This　is　a　dog．　This　is　my　dog．　This　is　my　cat．　This　was　my　cat．
などといいうるぼかりでなく，It　is　a　dog．から　Is　it　a　dog？Yes，it　is．
No，it　is　nOt．というように肯定文から疑間文，否定文，さらには命令文，感
嘆文というように自由に転換するのであ札文型練習はこのような方法で代
入・転換のドリルをきわめて，能率的にしかも遠かに行いうるように工夫され
た学習作業であり，従って英文を自由に自動的・反射的に運用できるようにす
るための最も効果的な方法であるとされている。
　ちなみにミシガソ大学英語研究所によって編まれているEnghsh　Sentence
PatternsとEnglish　Pattem　Practiceを見ると，ドリルの前こは必ず文法
的な説明がおかれており，文法が必ずしも軽視されている訳ではないようであ
る。（Eng1ish　Sentence　Patterns　by　the　English　Language　Institute　Sta舐，
English　Pattem　Practice　by　the　English　Language　Institute　Sta妊．いず
れも大修館発行書による。）
　DeklinationやKonjugユtionの複雑なドイツ語においてはこのようなフリ
ーズ・メソッドをそのまま応用することは恐らく不可能であろう。ドイツにお
いては外国人用の著名な教科書として戦前のベルリン大学の　Das　Deutsche
Institut施r　Aus1乏nder　を母胎とした　Schulz－Smdermeyer：Deutsche
Sprachlehre鈷r　Aus1註nderと戦後Goethe1nstitut　の外国人用テキスト
として作られた　Schu12－Griesbach：Deutsche　Sprachlehre揃r　Aus・
1註nderの二っがあるが，前者では文法をまずあげて，それの練習を次に掲げ
ており，後着はテキストー文法一単語の説明一練習一応用テキストという煩序
に列んでおり，いずれも文法が非常に重要な地位を占めている・このことは
FlexiOnの退化した英語とは異ってドイツ語ではやはり文法を基本としなけれ
ぼ注らないことを示している・このように考えてみると，現行のように文法と
　1519
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講読というようた分け方がよいか悪いかは別間題として，ドイツ語学習を効果
的にする間題点の多くが文法に帰着するとみてもよいであろう。従って目本独
文学会の第14回総会のジソボジウムにおいて学習院大学の早川氏から現代ド
イツ文法の代表書としてDuden：Drammatik　der　deutschen　Gegenwaれs－
sprache（1959）　と　Schulz＿Griesbach：Grammatik　der　deutschen
Sprache（1960）についての報告がたされ，第16回総会のジソポジゥムにお
いてはr目本におげるドイツ語文法の教援内容は現状のままでよいか」という
題冒のもとに成嬢大学の倉石氏と東京大学の丸山氏からそれぞれの経験に基づ
いた報告がなされたことは極めて有意義なことであった。
　私も本年3月友人2人（名古屋大学の伊東氏，中央大学の柿原氏）とr現代
ドイッ文法」（Modeme　Deutsche　Grammatik）を同学杜から出版する機会
をえたので，この間題についての私見を述べてみたいと思う。
　1．格の間題について。
　この間題が生じたのはシェルツ＝グリースバヅハの文法が今までのような
男・女・中，N・G・D・Aという列べ方をやめて，男・中・女，N・A・
D・Gという列べ方を用いていることにある。この方法はミュソヘソのゲー
テ・イソスティトゥートが世界各地の議習会でも用いており，目本でもこのよ
うな方法を取り入れた文法書も現われている。（田中康一氏：田中ドイツ小文
法，稲木勝彦氏：私のドイツ語初級文法など）この方法によった前記のシュル
ツ＝グリースバヅハの　Deutsche　Sprach1ehre揃r　Aus1乞nderには次のよ
うな表が掲げられており（8頁），少たくとも1格と4格に関する限りは初学
Singular
N．　　　der　Lehrer
A．　　　den　Lehrer
N．　　　ein　Lehrer
A，　　　einen　Lehrer
N，　　　die　Lehrer
A．　　　die　Lehrer
　das　Buch
　das　Buch
　ein　Buch
　ein　Buch
P1ural
die　Bicher
die　Bむcher
die　Tafel
die　Tafel
eine　Tafel
eine　Tafel
die　Tafeln
die　Tafeln
Nur　Maskulin　Sin馴1ar　hat　eine　Akkusativform．
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者には理解し易いことは確かであろう。
　すなわちこの表によれば，1格と4格は勇性の単数だげがderをden，ein
をeinenにかえるということが理解されて，初学者がドイツ語の変化に対し
て抱く恐怖心を取り除く効果は確かにあるであろう。しかし文法として格全部
の働きを考慮に入れると，N・G・D・AをN・A・D・Gとしなげれぱたら
ない確固とした理由があるようには思はれない。Dudenも従来通りのN・G・
D・Aの順序をとっているので，私達もこれに従った。変化を簡略化Lて初
学者の負担を取り除くことも重要なことであるが，冠詞・名詞・形容詞・動詞
とすべてが変化することを考えれぼ，F1exiOnが印欧語の特色であるとし
てこのことをあらかじめ学生に徹底させた方が得策ではないであろうか。前記
の田中小文法を用いた私の経験でもN・A・D・Gにしたために特に教えよか
っことはないo
　もう一つN・A・D・G式の難点はNominativ，Genitiv，Dativ，AkkusatiY
を従来通り1・2・3・4格とすると，1・4・3・2格という奇妙な順序に
なることである。（この1格・2格という呼称はドイツでも例えぼ前記のシュル
ツ＝ズソダーマイヤーの本の15頁にder　erste　Fall，der　zweite　Fa11usw・
とあり，ギムナジゥムの教科書であるHinzeのSchulgrammatikでも用い
られている。）前記の稲木氏のr私のドイツ語初級文法」では1・4・3・2
格の形で書かれているが，この順序を用いる恋らぼ主格・対格・与格・属格と
いう名称を用いた方がよいのではないだろうか。因みにラテソ語では主・対・
属・与・奪格（呼格は一uSで終るものだげ）の順序，ロシア語では主・生・
与・対・造・前置格の順序にたっている。
　2。単数3格の一eの間題について
　この問題に関してはシュルツ＝グリースバヅハの文法は極めて革新的で，表
では全部落してあり，3格の一eは今日ではgrammatische　Fordermgで
はなく，Sti1mittelであり，詩的言語や固定した表現法（例えぼnach　Hause，
auf　dem　Lande）に使われるとしている。Duden（1955年版の東独とも）は
まだ（e）を残しており，「今日ではますます脱落しつつある」と書いている。
　1517
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ユ954年版のJudeのGrammatikでもやはり（e）を残Lている。
　その外Dudenでは一eをつけてはいけないものとして　（1）一en，一em，
一el，一erで終るもの。（2）母青で終るもの（例えぱim　Nu，dem　Schnee）。
〈3）方位を表わす名詞の短縮形およびその風。（例えぼvon　Nord　nach　S廿d，
vom　West　getrieben）（4）冠詞たしで前置詞につく場合（例えぱaus　Holz，
von　Ast　zu　Ast（5）外来語（例えぼdem　Doktor，dem　Hotel，dem　Typ）
をあげ，圧倒的に一eをつけない場合として（1）複合母音で終っているもの
（de㎜Bau，im　Heu，dem　Ei）（2）最後の綴りにアクセントのない多綴語
（dem　F血hling，dem　Schicksal）をあげている。
　Jude　も大同小異であるが，この外に尺度を表示する場合（例えば　mit
・eine加Liter　Wein）をあげている。そしてDudenはその他の場合は一eが
つけられるかどうかは書き手または話し手のリズム感に依存すると書いてい
る。このように考察してみると，Dudenの行き方は少しく保守的で，rこの語
，尾はしかしながら今日ではますます脱落している」　（Diese　Endung危11t
jedoch　immer　mehr　weg．）という所で，現代の傾向を暗示しているにすぎ
ない・この（e）は初学者からよく質間の出る間題の一つであるからシュルツ
＝グリースバヅハのように表においても省いた方が初学者からは理解し易いよ
うにも思われるが，私たちはそこまで革新的になることはできず，Dudenや
Judeのように（e）を残し，r現今では省く傾向が強い」と暗示するだけに止
め，後の形容詞の所の表では（e）を省いた形だげを示した。
　3．名詞の複数形について。
　名詞の変化も初学都こは極めてとっつきにくいもの一つで私達の「現代ドイ
ツ文法」では担当老の考えで昔通りの強・弱・混合という形式を取っているが
私個人としては単数形と複数形に分げて，複数1格の形だけをおぽえさせるよ
うにした方がよいと考えている。アメリカの大学で使われている教科書である
EricV．Green丘e1dのGerman　Grammarもそのようなやり方をしており，
To　decline　and　use　a　nom　correctly，you　must　know：（a）its　gender
＜b）itsnonユinati▽eplura1と書し・てし・るo
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　ただ複数の形態として従来通りの4通りの外にドイツ語教授法委員会の示唆
通りS語尾を加えるのが適当だと思う。シュルツ＝グリースバッハもユーテも
第5番目にs語尾を加えているからである。ユーデのあげている5種類は次の
道りである。
　I．Art（＿）（⊥）　II．Art（＿e）（⊥e）III．Art（＿er）（⊥er）　IV．
Art（一en，一n）　V．Art（一s）
　英仏語系の外語がdas　Baby→die　Babys，das　Hotel一→die　Hotels
のようにs語尾をとるのは当然のこととして（このような外来語がE　E　Cの発
展やヨーロヅパの政治的統合の進展につれてますます増大するであろうことぱ
疑間の余地がない。）本来のドイツ語であってもS語尾をとる場合が若干ある。
ドゥーデンはrS語尾はしぱしぱ一律に非難されてきたが，われわれはそのよ
うな見解には同意しない。次のようた場合はその使用に異論の余地はない」と
して若干の場合をあげている。
　α．母音あるいは複合母音に終る名詞が複数であることを明示するために。
　die　Mutti→die　Muttis，der　Wauwau＿→die　Wauwaus
　ろ．低地ドイツ語から来た名詞。（船員用語に多く，一eまたは一nという
　高地ドイツ語の語尾が同様に用いられている場合もある。）das　Deck→
die　Decks，Decke，das　Wrack＿→die　Wracks，Wracke
　公　基礎語の変化しない複合名詞。
　das　Steudichein一→die　Stel1dichein（s），das　Lebewohl→die　Lebe－
wohl（s）
　　しかしこの場合は一eをつげて作られる単語もある。das▽ergiBmein－
　nicht＿→die　VergiBmeinnichte，der　Taugenichts＿→die　Taugenichtse
　攻　債用的にs語尾だげが使われているもの。das　Hoch一→die　Hochs，
　das　Tief－die　Tiefs
a　sで終らない略語。しかし絶対に必要という訳ではない。der　PKW→
die　PKW（s）
　　単一の字母が名詞として使われた場合もsをっげない方がよい。das　A
　15工5
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　→die　A
　　母音で終らないで名詞として用いられた接続詞や間投詞も同様であ乱
　　die　Entweder－Oder，die　vielen　Ach　md　Wehその外固有名詞が家族
全体を表わす蒔にSをとることはいうまでもないであろう。
　　Wir　gehen　zu　M舳ers＿Bei　Banmams　iBt　man　gut一
　　さらにシニルツ＝グリースバヅハでは目常語で使われるとしているが，ド
　ゥーデンでは誤まった用法としてあげているものに次のようなものがある。
　α．複数が単数と同型のものに，複数形であることをさらにはっきりさせる
　ためにsをつけるo　das　Fr査u1ein一→die　Fr直u王eins（正：die　Fr差ulein），
　das　M畳de1Hdie　M互dels（正：die　Made1）
　あ．同様に別の複数形があるのは，用いられることがある。der　Jmge一→
　die　Jungens（正：die　Jungen），der　Kerl一→die　Ker1s（正：die　Ker1e）
　α　固有名詞との類推で称号や職業でS語尾をとることがある。
　　Apothekers，Bむrger㎜eisters，Pastors　usw。
　以上のように考察してくると，ドゥーデソのあげている日常語の誤まった使
用を除げぼ，S語尾を第5番目の語尾として加えることほ十分納得の行くとこ
ろであろう。
　4．動詞のKonjugationについて。
　この間題も色々と議論のあるところであろうが，私たちの文法書では従来通
り強・弱・渥合の3種に分げ，強変化の分類はドゥーデンに従って三つのグル
ープ，すなわちα．不定詞・遇去・過去分詞の幹母音が全部異なるものゐ．不
定詞と遇去分詞とが同じ幹母音であるもの。6．遇去と過去分詞とが同じ幹母
音であるものをあげ，不規則たものは練習で行えるように工夫した。この問題
についてはドイツ語教援法委員会の案は仏）規則変化動詞と不規則変化動詞
（強変化・渥合変化・話法助動動詞，sein，werdm，不規貝働詞を含める。）か
（B）強変化と弱変化とその何れにも入らぬものの3種にするかのいづれかに決
めてぱどうかというのである。この2案のいづれかといわれれぼ，私はやはり
（B）案をとりたいと思う。（A）案は規則と不規則と分けられて，英語の場合には
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非常にすつきりとはするが，ドイツ語の場合には必ずしもすっきりするとはい
えない。この点に関してはドゥーデソは　α．強変化　ろ．弱変化　α強変化と
弱変化の間を動揺しているもの。五不規則なもの（この中には混合変化，子
音かをえるもの，Sein，話法の助動詞が入っている）と四通りに分げ，ユーデ
は　α．弱変化　わ．強変化　α渥合および不規則変化の3つに分け，シュル
ツ＝グリースバヅハは　σ：弱変化（この中に混合変化を特殊なものとして含
めている）ろ．強変化　α不規貝肱ものの3つに分けている。このようにドイ
ツ人の書いた文法でも一致していないが，英語のように　regular　verbs　と
irregular　verbsの2種に分けることはやはり無理があるように思われるので
（B）案に賛成したいと思うのである。
　5．複合動詞について。
　複合動詞も初学者には理解しにくい間題の1つであるが，私たちはこれを英
語のidiOmと結びつげ，ただその場合前置詞なり，副詞なりを動詞の前につ
げて辞書を引く点だけが異なっているとすることによってその難点を克服しよ
うと考えた。（同じようなことを倉石氏もジソボジゥムの報告でいわれている。）
例えば英語のtakeは色々な副詞や前置詞を敢ってidiOmを作るが，それと
同じようにドイツ語のnehmenも複合動詞を作るとするのである。
　私たちの文法書では英語を一切省くことにしたので・英語の訳を入れていな
いが，50頁の表は
　ausnehmen（take　out），　　aufnehmen（take　up），
　abnehmen（take　o冊），　　　直be1nehmen（take　a　thing　i11），
　tei1nehmen（take　part）
　という具合に前置詞・副詞・形容詞・名詞の前綴りがそれぞれ英語と対比さ
れて，英語を学んだものにスムースに理解されるように工夫したものである。
　なお非分離の前綴miB一については例外をなすことが多いのでその旨を付
言した。さらに前綴りhinter一はシユルツニグリースバヅハでぱ非分離とし
ており，r目常語では分離することもあるが，正しくない」とし，次のような
例をあげている。
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　Die　Frau　geht　hinter．→（正）Die　Frau　geht　nach　hinten．
　従って私たちの文法ではhinter一は従来通り分離・非分離の前綴りに入れ
たが，r分離の前綴りとして用いられることは少い」ことを注記した。
　6．疑間代名詞について。
　まず疑問代名詞wasの2格についであるが，これはドゥーデン，ユーデと
もはっきり表に出しており，シュルツ＝グリースバッハはr2格目的語に対す
るまれな間いに対してはWeSSenを用いる」として次のような例をあげてい
る。
　Er　ist　sich　seiner　Schuld　bewuBt．→Wessen　ist　er　sich　bewuBt？
　Er　ist　des　Diebstahls　beschuldigt．＿→Wessen　ist　er　beschu1digt？
　従って私たちの文法ではかつこをつげて（WeSSen）として入れた。
　WaSと前置詞との結合形についてはシュルツ＝グリーバヅハは　「WaSは変
化形態をもっていたいので，一般的に前置詞に依存することはできたい」とし
て，W0（r＋）前置詞の形を用いるとしているが，ドゥーデソでは「古い文学
用語や今目でも目常語では3格のwasの代りに4格のwasの形が表われる」
として次のような例をあげている。
　Zu　was　poesie？（Goethe）（西独版）
　Nach　was　fragte　er？Von　was　sprichst　du　P（東独版）
　この形は目常語ではかなり使われているようであるから，ドイツ語教授法委
員会からの提案にもあるようにこのことは一一言つげ加えた方がよかったかも知
れたい。
　なおwelcherとwas　f耐einの桐異についてはシュルツ＝グリースバヅ
ハの注意に従って（136頁），次のような注記を加えた。
　we1chen　Hut…？　Den　blauen（Hut），a1so　einen　ganz　bestimmten　Hut．
　was　f血einen　Hut…P　Einen　blauen（Hut），aIso　irgendeinen　Hut　von
　biauer　Farbe．
　7、未来形について。
未来形の用法については普通の文法書では単に「未来に起る出来事を表わ
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す」としているものが多いが，ドゥーデンによれば「このような未来は大低は
現在形によって代用される」としている。ドゥーデンがもつと頻繁に周いられ
るものとしているのはmOda1た用法であって（たぜたら未来というものは決
して確実なものではたいからである。）1人称においてはVersicherung（確
約），3人称においてはVermutung（推測），2人称においてはAu任orderung
（要求）を表わすとしている。従って私たちの文法も特にこの点にふれておい
た。
　8．関係代名詞について。
　まず表記表についてであるが，英語では関係代名詞の前にコソマがあるとた
いとではreStriCtiVeな用法とCOntimatiVeな用法で区別があるヵ㍉ドイツ
語では関係代名詞の前には必ずコソマがおかれるので初学者は迷い易い。シュ
ルツ＝グリースバヅハでは次のような関係代名詞の前にコンマを打った形をあ
げており，私たちもよい考えだと思ってこれを採用した。
　　　　　m
I　　　，der
n　　　　　　，dessen
皿　　　，dem
W　　　，den
b　　　　　　n
，die　　　　　　　　，das
，deren　　　　　．，dessen
，der　　　　　　　　，dem
，die　　　　　　　　，das
pe
．，die
，deren
，denen
，die
　関係代名詞のderとwe1cherについてはユーデはr同意義であるが，der
の方が好まれる」として，例においてもほとんど同格に取り扱っているが，東
独のド巾一デソはwelcherはrSchreibsti1に限られ，しぼしぼschwerfゑllig
な印象を与える」としている。シュルツ＝グリースバヅハはr誤解をさける」
蒔やr同じ言葉の繰返しをきける」蒔にwelcherを用いるとLて，次のよう
な例をあげている。
　　Anna　spielt　nicht　mehr　mit　Peter，we1cher　den　Bau，der　ihr
geh6rte，verloren　hatte－
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　　Es　sprach　ein　bekannter　Ge1ehrter，welcher　der　Erinder　diesesl
Verfahrens　ist．
　従って私たちの文法ではrwelcherは菩通には余り周いない」という注を
加えた。
　9．話法の助動詞に準じる動詞について。
　普通の文法書では話法の助動詞に準じる動詞としては構文上準じるものとし
てlass㎝，machen，heiBen，h6ren，sehen　usw．があげられているのが常で
あるが，私たちの文法ではさらに意味上話法の助動詞に準じるものとして
haben，sei口，brauchen，vemδgen，wissenなどがzuをもつ不定詞を伴た
う場合をあげた。シュルツニグリースバヅハでは（9ユ頁），その外　drOhen，
p月egen，scheinen，versprechenたどをあげており，次のようにmoda1な用
法とそうでない用法との区別を教えている。
｛Ich　brauche　heute　nicht　zu　arbeiten．（modal）Ich　brauche　dringend　Erho1ung．（nicht－moda1）
｛Das　alte　Haus　droht　einzusturzen．（moda1）Der　Vater　drohte，seinen　Sohn　von　der　Schu1e　zu　nehmen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（nicht－moda王）
｛Peter　p且egt　bis　in　die　Nacht　zu　arbeiten．（modal）Die　Krankenschwester　pHegte　den　Patienten　vieie　Wochen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（nicht－modal）
｛Du　scheinst　gestem　Iange　gearbeitet　zu　haben．（modal）Heute　scheint　der　N征ond一（nicht－modaI）
Die　Ernte　verspricht（＝sche1nt）in　diesem　Jahr　gut　zu　werden．｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（mOdal）Mein　Fremd　versprach，mir　sein　Fahrrad　zu1eihen．（nicht－moda1）
　この聞題について適当な指針を与えてくれるものと考えられるので，ここに
掲げておく次第である。
　10、指示代名詞について。
　まず指示代名詞derとderjenigeの区別についてではあるが，ユーデは，
rderjenIgeはderの強めに用いられ，それに続く関係文を指示する」とい
い，シニルツ昌グリースバッハはr定冠詞と指示代名詞der，die，dasが同じ
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形でまぎわしい場合にのみ，特にAmtsspracheにおいて用いられる」とい
っている。しかしドヴーデソのいうところは少し異なっており，東独版では
「derjenigeは特に選択をするものであって，次に関係代名詞を伴なう時に用
い，ほとんどすべての場合der，die，dasにょって代用されうる」となってお
り，西独版ではrderjenigeは選択し，限定する力をもち，単なる　derより
も重苦しいが，力強く，自分の意味するところをはっきりさせるためには時に
欠くことのできないものである」となっている。
　これによると，シュルツ＝グリースバヅハでは公用語以外は余り用いられな
tい方に重点をおいているようであり，ドゥーデソの方は選択力の方に重点をお
いているようで，私たちとしてはどうにもいえないことであるので，「口語調
ではderjenigeよりはderが用いられる」ことを注記するに止めた。
　つぎにderse1beについては西独版のドゥーデ1■はrstrenge　Identit差tを
示す」といい，東独版ではrderselbeはmehrdeutigであるから，よいドイ
ッ語においてはeben　derselbeの意味にのみ用いるべきである」といい，さ
けた方がよい例として次のようなものをあげている。
　Ich　las　ihn．Nicht：Ich　las　dense1ben．
　Der　h6chste　Berg　Sachens－st　der　Fichtelberg．
　3Seine　H6he（nicht：die　H6he　desselben）betr盆gt1214㎜．
　このようたderselbeを人称代名詞や所有代名詞の代りに用いるのは古い文
章に散見するところであるが，私たちはこの注意に従って「derse1beは『同
一』を表わすとき以外はさけた方がよい」ことを注記した。
　さらにシュルツ＝グリースパッハは　derselbe　は　Identit射　を表わし，
gleichはAhn1ichkeitを表わすとして次のような例をあげている。
　Sie　bezitzt　nur　ein　Kleid；sie　hat　a1so　jeden　Tag　dasselbe　Kleid　an－
　Meine　Freundin　tr身gt　das　gleiche　K1eid　wie　ich，nnr　hat　ihr　Kieid
£inen　weiBen　Kragen、
　つまり英語でいえぽ上例のdasse1beの方はthe　same、．．．thatに当り，
das　gleicheの方はthe　same、．、．asに当る訳で，この点についても注を加
　ユ409
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えた。（もつとも観念的なものの場合には同一と類似の区別がつかないことも
あるので，このような場合はどちらを使ってもよい。例えぼWir　beide　sind
derselben（der　gleichen）Meinmg．のようた場合である。）
　1L接続法について。
　まず接続法1式，2式という名称についてであるが，これについてはシュル
ツ＝グリースバヅハはKonjuktiv　I，Konjuktiv　II　という形を用い，西猿
板のドゥーデソはder1・Konjuktiv，der2．Konjuktivという名称を用い
てい机しかし東独版のドゥーデンは昔通りのder　Konjuktiv　des　Pr包sens，
der　Konjuktiv　des　Imperfekts　und　des　Plusqua㎜perfekts，ユ＿デは　die
Gegenwartsformenとdie　Vergangenheitsformenという名称を用いてい
る。この間題はわれわれ教師も学生たちにいかに理解させるべきか大いに苦労
するところであって，日本語の名称も現在（過去）形，現在（過去）群，現在
（遇去）団などいろいろの名称があったのであるが，ドゥーデソやシュルツ＝
グリースバッハが用いている以上接続法ユ式，2式という名称が学生たちに誤
解させる恐れのないものとして最善なものと考えてこれを採用した。
　またシニルツ＝グリースバッハはr文語や荘重な文体においては接続法がよ
く用いられているが，日常語においてはw肚deや話法の助動詞のためにある
種の接続法の形態が後退しているのが確認される」といっているので，私たち
の文法では接続法1式，2式の言い換えについて言及した。
　いわゆる条件法（あるいは約束法）についてはまちまちな見解が行われてい
る。すなわちユーデははっきりと　der　Konditional　という項目を設け，
Konjuktivの変種であるとしており，複文においては使用できないとして次
のようた例をあげているo
　〔誤〕Wem　A1bert　kommen　w肚de，dam．、．．．．．
　〔正〕Wenn　Albert　kame，dam．．．．．．．．または
　　　　Wem　Albert　kommen　sonte，dann．．．、．．．．
　Lかしシュルツ＝グリースバヅハでは弱変化動詞やウムララウトをとらない
強変化動詞では接続法2式と直説法過去とが同じ形になるので，接続法である
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ことを明らかにするためにW肚de＋不定詞の形を用いるとして次のような
例をあげている。
　Wir　gingen　ins　Theater，wem　ms　mein　Fremd　besuchen　w己rde．
　Ich　kaufte　mir　einen　Anzug，wem　mein　Vater　Geld　schicken　wむrde．
　このような副文にwむrde■を用いるのは，従来は正Lくないとされていたが
このような例はしばしば見受げるので，私たちの文法でも「現在では副文にも
用いられる」とLた。これはドイツ語教授法委員会の見解にも沿っている。
　東独版のドゥーデンはr今日われわれがもっている接続法の形態は言語史の
上からも，音響も上からも非常に価値のあるものであるから，その目的にあっ
ている時にはこれを用いるべきである」とし，やたらにwOrde－Umschrei－
bmgを用いることを戒めている。そしてこれが他の外国語の条件法に相応
するもので，「接続法の意味が外に表現できず，副文が条件文である時には弱
変化動詞の場合主文で用いるのは正しい」が，「条件文に用いるのは正しくな
い」としている“の東独版のドゥーデソの見解はそれなりに正しいものであろ
うが，次のような西独版のドゥーデソの見解と比較すると必ずしも時代の進歩
にマツチしているとはいえたいであろう。
　「単一の接続法の形態は目常生活においては非常に広範囲にわたってw雌de
＋不定詞によって言い換えられている・なぜたら接続湊の形態は古風に，童た
は作為的にきざなように感ぜられるからである。さらにもう一つの理由は多く
の強変化動詞の接続法の2式の形が音の上からは直説法の現在と区別がつかず
（例えばs身he－sehe，1註se－ese，tr乞te－trete），また弱変化動詞の接続
法2式が直説法の遇去と全く一致していることである。（例えぱ1emte，baute，
lebte，fδrderte）だからはっきりさせるために話着は言い換えの形を用いるの
である。条件文の主文に用いることは今日では普通のことにたっている。音響
　の美Lい歴吏的に価値のある言語形態を好む人はこのような言い換えを拒否
するであろうが，単一の接続法の形態は今日では螢退しつつあることを否定す
ることはできない・ドイツの現代語の文法はこの発展を正しく評価しなけれぱ
　ならたい。」（125頁）
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　副文におけるwむrde－Umschreibungについても，西独版ドゥーデソはr接
続法の形態が古めかしくなったか，わざとらしいか，直説法と同じ響きをもつ
かまたは直説法と一致する場合には正しいものと見なされるべきである」とい
っている。
　ここにはしなくも東西両ドイツの言語観の相違が言い表わされている訳で，
ドイツが二つに分裂して言語形態がいかに変化したかを見るのも極めて大きた
間題であろうが，ここで触れることは不可能である。
　以上現在ドイツ語教育において間題になっている諸点についてr現代ドイツ
文法」に貝口して私たち三人が討論した考えや私見を述べたのであるが・ドイツ
語教剤こついてはまだ触れるべき間題がたくさん残ってい孔（例えぼ録音テ
ープやソノシートの利用の間題など）それらの間題についてはまた他日の機会
にまつことにする。
註（1）rドイツ文挙」第19号　渡辺格司氏r新制大学におけるドイツ語授業の反省」
　／2）千代正一郎氏「ドイツ語教育の二三の問題」九州大学独仏文学研究第8輯
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